地下水採取規制の概要

地盤沈下対策のためには、地下水の保護及び適正な使用が必要であり、法令等により規制されています。本市は、昭和49年７月1日に千葉県環境保全条例に基づく地域指定を受け、井戸について規制を行っています。

１．規制対象地域　　八千代市全域
２．規制の対象となる用途（特定用途）
（1） 工業

（2） 鉱業

（3） 建築物用地下水（冷暖房、水洗便所、自動車車庫に設けられた洗車設備、浴室床面積が１５０㎡を超える公衆浴場）

（4） 農業

（5） 水道事業・簡易水道事業・専用水道事業・小規模水道事業

（6） 工業用水道事業

（7） １０ヘクタール以上のゴルフ場における散水
※　これらの用途に該当しない場合であっても、八千代市公害防止条例に基づく届出が必要となる場合があります。
３．許可の基準

（１）吐出口の断面積（吐出口が２つ以上あるときは断面積の合計）が６㎠を超える揚水機を設置する場合は、知事の許可が必要になります。
（２）知事は、技術上の基準に適合している場合でなければ許可できません。

　　　　　八千代市における技術上の基準
	ストレーナーの位置
	２５０メートル以深

	揚水施設の吐出口の断面積
	２１㎠以下


（３）知事は、他の水源を確保できない場合に限り、技術上の基準に適合していない場合であっても、条件を付して次の用途について例外的に許可できることになっています。

1 工業及び鉱業の用途のうち専ら防火その他保安に係わるもの

2 建築物地下水のうち、水洗便所に係わるもの

3 農業

4 水道事業・簡易水道事業・専用水道・小規模水道
5 工業用水道事業
6 既設井戸の掘り替えの場合で、廃止した井戸に係わる用途と同一用途のもの

４．変更、承継及び廃止の届出、許可条件変更の申請

（１）氏名及び住所に変更があったときは、３０日以内に「氏名等変更届出書」を提出してください。地下水の用途の変更、揚水機を取り替える場合などは、新たな許可となります。
（２）購入等により地下水採取者の地位を承継したときは、３０日以内に「承継届出書」を提出してください。ただし、用途が同一でなければ承継はできません。
（３）許可井戸を廃止したときは、３０日以内に「廃止届出書」を提出してください。また市職員が確認しますので、廃止の「事前立会願」も提出してください。
（４）許可を受けた揚水機を取り替えるときは、６０日前までに新たな許可申請が必要です。なお、例外許可の場合などは、許可されないこともあります。
揚水機を修繕するとき、揚水管を取り替えるときは、６日前までに「事前立会願」及び「オーバーホール計画書」を提出し、市職員の確認を受けることが必要です。
（５）許可揚水施設の許可期限が満了し、地下水以外の水源を確保することが困難で、引き続き許可を受けようとする者は、満了の６０日前までに許可条件の変更申請をし、許可を受けなければなりません。

５．測定、記録及び報告

揚水機の吐出口の断面積（２以上の許可井戸を設置している場合はその合計）が１９㎠以上の井戸を設置している者は、水量測定器により、採取量を測定記録し、知事に報告しなければなりません。
１９㎠未満であっても、採取量の報告を依頼していますので、できるだけ水量測定器を設置してください。
６．吐出口断面積６㎠以下・出力3．7kw以下の揚水機の取扱い
吐出口断面積６㎠以下の揚水機は、条例の規制対象外となります。その場合の揚水機のモーターの定格出力は、3．7kw以下のものを設置してください。
吐出口の断面積が６㎠以下の揚水機を規制対象外とすることは、当該揚水機の設置を無制限に認めるということではなく、一般民家等の小規模の揚水機を規制対象外とするものです。
規制対象外の揚水機を事業用に設置する場合は、「事前立会願」を揚水機設置の１週間前までに提出し、市職員の立会を受けてください。
書類の提出先・問い合わせ　　　　　

八千代市経済環境部環境政策課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話047(421)6766　
